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午前１１時開会 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ただいまより総務委員会を開会いたします。 

 なお、本日、後藤 学委員より欠席の届け出がありましたので、御報告いたします。 

 会議に先立ちまして、市長より挨拶を願います。 

 小浮市長。 

○市長（小浮正典君） 本会議の休憩中になっているところで総務委員会を開いていただ

きました。ありがとうございます。本委員会に付託されました案件は補正予算案１件でご

ざいます。慎重な審査をどうぞよろしくお願いいたします。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ありがとうございました。 

 議長より挨拶をお願いいたします。 

○議長（月岡修一議員） 皆様、御苦労さまです。 

 議案第３号 平成28年度豊明市一般会計補正予算（第９号）について、しっかり議論を

尽くしていただきますようお願いを申し上げます。 

 以上です。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ありがとうございました。 

 これより会議を開きます。 

 お諮りいたします。市長におかれましては自席待機といたしたいが、御異議ありません

か。 

（異議なしの声あり） 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 御異議なしと認めます。よって、市長におかれましては

退席願いますが、答弁を求める機会がある場合には出席をいただきますので、御承知おき

願います。 

（市長退席をなす） 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 本日の傍聴につきましては、申し合わせに従い15名以内

とし、委員長において一般傍聴者の入室を許可します。 

 本日の議事につきましては、本委員会に付託されました案件につきまして、お手元に配

付いたしました議題に従い会議を進めます。 

 なお、当局におかれましては、反問権を行使される場合は意思表示を明確にされ、論点

を整理して反問されますようお願いいたします。 

 議案第３号 平成28年度豊明市一般会計補正予算（第９号）のうち、本委員会所管部分

についてを議題といたします。 

 本案につきまして、理事者の説明を求めます。 
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 川島とよあけ創生推進室長。 

○とよあけ創生推進室長（川島康孝君） 議案第３号 平成28年度豊明市一般会計補正予

算（第９号）のうち、とよあけ創生推進室所管部分について御説明申し上げます。 

 ７ページをお開きください。 

 上段の２款 総務費、１項８目 企画費、321万8,000円の増額ですが、このたび、ふる

さと豊明応援寄附金が堅調に推移しているため、お礼の品の配送等の諸経費のために増額

をお願いするものであります。 

 内訳につきましては、右側ページ、２、地域創生事務事業のうち通信運搬費として９

万8,000円、これはお礼状などの郵送料になります。その下の手数料の８万9,000円は、ふ

るさと納税の郵便振替などによる納付の手数料になります。その下のふるさと応援寄附関

係委託料の288万円は、お礼の品の配送委託料です。その下のふるさと納税関係システム使

用料の15万1,000円は、ふるさと納税のインターネット申し込みサイト、ふるさとチョイス

の使用料です。 

 以上で説明を終わります。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 伊藤財政課長。 

○財政課長（伊藤正弘君） 一般会計補正予算（第９号）のうち、財政課所管部分につい

て御説明申し上げます。 

 ５ページをお開き願います。 

 18款 繰越金、１項 繰越金、１目 繰越金の前年度繰越金2,147万8,000円は、歳出合

計３億3,851万8,000円に充当いたします特定財源３億1,704万円を控除いたしました、この

たび補正予算の一般財源となるものでございます。 

 なお、12月議会で補正予算の際に前年度繰越金の１億円分を留保財源化させていただい

ております。このたびの補正予算で2,147万8,000円を充当させていただきますと、次回の

補正予算の財源となる残額につきましては7,852万2,000円となるものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 理事者の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 郷右近委員。 

○郷右近 修委員 それでは、２款 総務費、総務管理費の企画費、ふるさと納税関係の

ことについてお尋ねいたします。 

 このふるさと納税に関しては、季節だとか、そういった特徴があるように以前聞いたこ
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とがあるんですが、特に年末などに集中するようなお話を聞いたこともございます。 

 当市のこの補正なども、そういった、この間の直近の年末などで急激にふえたことも含

めた補正なんでしょうか。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 答弁願います。 

 川島とよあけ創生推進室長。 

○とよあけ創生推進室長（川島康孝君） 12月にやはりふるさと納税の駆け込み需要があ

りまして、予想よりも大幅にふえたということで、今回、補正予算、増額計上させていた

だいております。 

 以上です。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ほかにございませんか。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 先ほどの続きで、７ページ、８ページと、ふるさと納税について聞かせ

てください。 

 駆け込み需要で思ったよりも、ありがたいことですが、負担がふえて財源が足らなくな

ったということなんですが、これ、補正で上げた分で今年度分足りるのかどうか、足らな

いというと逆に言うとありがたいんですが、その積算の根拠とか、これ、大丈夫なんです

か。 

 何か積算したことでこの数字、出したと思うんですが、その辺は大丈夫なんでしょうか。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 答弁願います。 

 川島創生室長。 

○とよあけ創生推進室長（川島康孝君） 一応昨年度と比較して計算しておりまして、昨

年に比べて大体1.3から1.5倍ぐらいふえておりますので、昨年の１月、２月、３月も踏ま

えて1.5倍ぐらいふえるのではないかという計算で、補正予算のほう、計上させていただい

ております。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ほかにございませんか。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 十分足りる、1.3から1.5で足りるということでいいのかどうか、また足

らなくなると逆にありがたいんですが、また対応が大変だと思いますので、その辺、もし

足らなくなった場合というのも想定しているのかどうか、流用をするとか何か考えている

のかということと、あと、お礼の品について何かちょっと微妙に変えようとか、そういう

動きもあるんでしょうか。その辺も聞かせてください。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 答弁願います。 
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 川島創生室長。 

○とよあけ創生推進室長（川島康孝君） 一応お礼の品の変更は考えておりませんので、

ふるさと納税の全体の増額部分が1.3倍から1.5倍ぐらいふえるんじゃないかなということ

で、その範囲内でおさまる予定で考えております。 

 以上です。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） もう一点。 

（足らない場合の、その対応というのはの声あり） 

○総務委員長（近藤千鶴議員） もし足りなくなったら。 

○とよあけ創生推進室長（川島康孝君） 基本は流用のほうで対応させていただければと

思っております。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ほかにございませんか。 

 杉浦委員。 

○杉浦光男委員 直接的な質問というよりもちょっと間接的になるんだが、やっぱり根本

にかかわるような感じもしますのでちょっとお聞きしますけど、これ、ふるさと創生室が

所管しておるんだよね。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） とよあけ創生……。 

○杉浦光男委員 ああ、ごめんなさい。地域創生室ですね。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） とよあけ創生推進室が所管しております。 

○杉浦光男委員 ごめんなさい。ありがとうございました。 

 何を聞きたいかというと、おたくの室が所管しているこの事業というか、その事業とい

うのは、こういうこととどういうふうに関係あるのかな。少なくともふるさと創生という

ことについて……。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 補正ですね。 

○杉浦光男委員 補正とは直接関係ないけども、補正を見る前の、補正を判断する前に、

そのことがないと判断できないから、ちょっと間接だよって前置きをしながら聞いてる。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 杉浦委員、これの補正に直接関係ないので、今回は……。 

○杉浦光男委員 関係ないかな。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） はい。 

 ほかにございませんか。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 ５ページ、６ページの繰越金、山盛さちえ議員の本会議質疑のちょっと

補足なんですが、今回は繰越金2,147万8,000円ですか、補正して、先ほど１億円余りあっ
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たのが7,800万余というふうに変わるわけですよね。市債のほうのことも説明が石川部長か

らあったんですが、有利に借りることができるということからこういう、多分繰越金の金

額をはじき出したと思うんですが、これ、今回の2,147万8,000円にしたのは市債のかかわ

りなのか、根拠というのは有利に借りることができるからこれだけの数字をはじき出した

ものなのか、何か市としての繰越金の考え方、この金額は絶対に必要だというのが多分あ

ると思うんですが、その辺はどういうふうに考えればいいんでしょうか。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 答弁願います。 

 伊藤財政課長。 

○財政課長（伊藤正弘君） まず、このたびの計上させていただいています2,147万8,000

円でございますが、御説明の中でも申し上げましたように、特定財源を抜いた残りの一般

財源部分がこの数字でございますので、そうすると、じゃ、その数字が何に一般財源が当

たっているのかということですが、一義的にはふるさと納税の歳出補正増額分、あとは、

本委員会ではございませんが、教育のほうで繰越明許費で計上いたしました、いわゆる前

倒しの学校施設関係への一般財源部分ということです。ですので、市債のほうも、教育、

福祉文教のほうで説明があるんだとは思うんですけども、充当率が100％の補正予算債とい

う、国が旗を振っている補正予算で有利な計上になりますので、とはいうものの、起債の

ほうは10万円単位でしか計算をしませんので端数が生じてまいりますので、こういった端

数は一般財源が流れ込みます。こういったところと、さらに、このたびの計上している繰

越明許の中でも国が認めている補助対象事業費以外の事業費という部分も若干出てまいり

ますので、そういったところの部分がこの一般財源が当たっていく部分という、基本的に

はそのような考え方になっております。 

 以上です。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ほかにございませんか。 

（進行の声あり） 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 以上で質疑を終結し、討論に入ります。 

 討論のある方は挙手を願います。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 議案第３号、平成28年度豊明市一般会計補正予算、総務委員会に係る部

分について、賛成の立場で討論をいたします。 

 ふるさと納税ですが、これ、逆に言うと非常にありがたい話でありまして、かなり豊明

市のブランドイメージ、ふるさとチョイスというツールを使って発信することができてい

るのかなと思います。 
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 昨日でしたか、ネットのニュースで見たんですが、草刈りの費用をふるさと納税で出す

というのが、どこの市かちょっと覚えてないんですが、草刈りの苦情が非常に多くて、シ

ルバーさんの費用の一部をふるさと納税に充てるなんていうものも出てましたので、また

特徴的な地域以外のものじゃなくても、自分の地域のものの方にもやっぱりふるさと納税

という考え方も必要かなというふうにきのう思いましたので、ぜひともいろんな形で充実

させていただきたいことを要望し、賛成といたします。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ほかにございませんか。 

 郷右近委員。 

○郷右近 修委員 補正予算案に対して賛成の立場ではありますが、一言意見を申し述べ

させていただきたいと思います。 

 先ほど質問をさせていただいた企画費のふるさと納税関係費用ですけれども、そもそも

ふるさと応援の納税の仕組みというのが、そのまちへの愛着であったり、そのまちがやろ

うとしているまちづくりへの共感であったりというのに賛同する立場で納税をしたいとい

うのが本来の趣旨だと思うんですけれども、それにしても税金を既にある程度納める立場

の方しかそういった制度を活用、なかなかできないという点や、また、先ほどもお話があ

りましたように、年の末に集中するというのは、やはりその納税の仕組みの中での減免の

制度であったり、あとはふるさと返礼品を非常に期待した風潮もあってのことかなという

ふうに思います。そういった本来のあり方ではない部分が過熱した競争になっているので

はないかという指摘もさまざまなところで出ていると思いますので、今後もそういったあ

り方については都度、検討していただきながら事業をしていただきたいというふうに考え

て賛成の討論とさせていただきます。 

○総務委員長（近藤千鶴議員） ほかにございませんか。 

（進行の声あり） 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 以上で討論を終結し、採決に入ります。 

 議案第３号のうち本委員会所管部分については、原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

（異議なしの声あり） 

○総務委員長（近藤千鶴議員） 御異議なしと認めます。よって、議案第３号のうち本委

員会所管部分については、全会一致により、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました案件の審査は終了いたしました。 

 お諮りいたします。委員会報告書については私に一任願えますか。 

（異議なしの声あり） 
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○総務委員長（近藤千鶴議員） ありがとうございます。 

 本委員会報告書については例に従い提出をさせていただきます。 

 御審査、御苦労さまでした。これにて総務委員会を閉会いたします。 

午前１１時１５分閉会 

 

 

 


